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                   広島大学大学院医歯薬保健学研究科長 
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薬学講座細胞分子生物学研究室 

准教授候補者の公募について（依頼） 

 

拝啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 本学は，平成 26 年度にスーパーグローバル大学創成支援のタイプＡ（トップ型）13 大学の 1 つとし

て採択されました。教育力・研究力を両輪とした大学改革を推進しながら，グローバル人材を持続的に

輩出し，知を創造する世界トップ 100 の大学となることを目指しております。 

 このような中，本研究科では，下記の要領で教員を公募することとなりました。 

本公募では，グローバル薬剤師・グローバル創薬研究者養成のための教育に積極的に携わるとともに，

薬学分野全体で推進する「革新的創薬プロジェクト」のマネジメント及び成果の実用化に貢献できる教

育研究者を求めております。 

 つきましては，関係者各位へ周知いただくとともに，適任者の推薦及び応募についてよろしくお取り

計らい願います。 

敬具 

 

記 

 

１．所 属 （ 配 属 ）  広島大学学術院（大学院医歯薬保健学研究科） 

 

２．職 名 ・ 人 員  准教授１名 

 

３．採用予定年月日  平成３０年４月１日 

 

４．有期雇用契約期間  （テニュア・トラック期間）５年（再任不可） 

            広島大学のテニュア・トラック制に関する規則に基づき，テニュア・トラッ

ク期間が満了する６ヶ月前までにテニュア審査を行い，これに合格すればテ

ニュアを付与します。 

 

５．専 門 分 野  細胞分子生物学 

 

６．担 当 科 目 等  学部：薬学部における細胞分子生物学に関する講義，実習及び卒業研究 等 

大学院：医歯薬保健学研究科における細胞分子生物学に関する講義及び実習 

等 

           この他，教養教育科目や他の学部・大学院の専門教育科目，全学事業も担当す

ることがあります。 

 

７．応 募 資 格  次の要件をすべて満たす者 

(1)博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有

すること。 

(2)博士課程の論文指導を担当できること。 

(3)英語による教育・研究指導ができること。 

 

８．応 募 書 類  (1)推薦状（自薦も可） ･････････････････････････････ 様式任意 

(2)履 歴 書 ･････････････････････････････････････････ Form 1 

(3)業績目録 ･････････････････････････････････････････ Form 2 



(4)主要業績要旨（主要業績 5 編の要旨について，それぞれ日本語（約 2,000

字）又は英語（約 1,000 語）で記入してください。） ･･･ 様式任意 

 (5)薬学教育・研究に対する抱負（薬学教育・研究に対する抱負及び薬学分野

に対してどのように貢献するかについて，日本語（約 2,000 字）又は英語（約

1�>' ････績 様式任意 


